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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像信号を受信する受信部と、
　接続機器を接続するためのインターフェース部と、
　このインターフェース部を介して接続された接続機器に前記受信部で受信した映像信号
を記録する記録手段と、
　このインターフェース部を介して接続された接続機器に対して、本装置の電源と電源を
連動するか或いはしないかを登録する接続機器登録管理部と、
　本装置の電源がＯＮしているとき、前記接続機器登録管理部が前記接続機器に対して前
記電源を連動すると登録されている場合に前記接続機器に対して電源状態を維持するため
のコマンドを出力し、前記電源を連動しないと登録されている場合に前記接続機器に対し
て電源状態を維持するためのコマンドを出力しない接続機器電源制御部と、
　を有することを特徴とした放送受信装置。
【請求項２】
　前記接続機器は、ハードディスク装置又はデジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）装
置であることを特徴とする請求項１記載の放送受信装置。
【請求項３】
　映像信号を受信する受信部と、接続機器を接続するためのインターフェース部と、この
インターフェース部を介して接続された接続機器に前記受信部で受信した映像信号を記録
する記録手段と、動作を統括する制御部とを有し、前記制御部の制御に基づいて接続機器
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を管理する接続機器制御方法において、
　前記インターフェース部を介して接続された接続機器に対して、本装置の電源と電源を
連動するか或いはしないかを登録し、
　本装置の電源がＯＮしているとき、前記接続機器登録管理部が前記接続機器に対して前
記電源を連動すると登録されている場合に前記接続機器に対して電源状態を維持するため
のコマンドを出力し、前記電源を連動しないと登録されている場合に前記接続機器に対し
て電源状態を維持するためのコマンドを出力しないようにした
　ことを特徴とする接続機器制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、放送受信装置及び接続機器制御方法に関するもので、特に装置本体に接続
されている記録再生装置の電源制御方法を改良したものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、記録媒体としてハードディスク、光ディスクなどの情報記録媒体は、その記憶容
量が増大している。この為に、これらの情報記録媒体を利用した記録再生装置を、例えば
テレビジョン受信機に接続し、所望の番組を記録媒体に自動録画する方法及び装置がある
。
【０００３】
　放送受信装置は、接続された記録再生装置（接続機器）の動作を放送受信装置のリモコ
ンの操作によって制御することができる為、ユーザは放送受信装置を操作するだけでよい
。しかし、放送受信装置と記録再生装置の電源はそれぞれ個別に投入する必要がある。ま
た、記録再生装置の電源投入後、ユーザが電源を落とさないで放置した場合、記録再生装
置の電源が投入されたままとなり、不要な電力を消費することになる。この為、放送受信
装置の起動時に、接続機器の電源を自動的に投入し、一定時間使用されない場合は電源を
落とすような制御方法がある（特許文献１参照）。
【０００４】
　また、シリアルバスを使用した各装置のネットワークにおいては、ネットワーク内の機
器の追加や削除等があった場合、自動的に認識し処理を行なうことができる。しかしこれ
は、バスリセットが生じ、ネットワーク全体の再構成を行っているということである。バ
スリセットが生じた場合、ネットワーク内に存在する全ての機器のインターフェース処理
が中断されてしまうという問題があった。この為、複数の機器と接続されている状態では
、電源のシャットダウンを規制してネットワークのバスリセットを制限し、一定時間使用
されない場合は、ストップ若しくはパワーセーブモードに遷移するという技術がある（特
許文献２参照）。
【特許文献１】特開２００５－９４３８９号広報
【特許文献２】特開２０００－６６７７４号広報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　　上記の電源制御方法では、記録再生装置は一定時間操作しないことで待機状態に遷移
する。しかし、記録再生装置の中にはその性能などにより、待機状態から記録可能な状態
になるまでに非常に時間がかかるものがある。例えばハードディスクドライブ（ＨＤＤ）
であると、約１０秒を要する場合がある。
【０００６】
　番組視聴中にその場所を離れなければいけない場合、録画ボタンを押し、後で戻ってき
てから視聴できるように番組を録画する、ちょっとタイムという一時保存録画機能がある
。記録再生装置が待機状態であるとすると、ちょっとタイム若しくは急な録画を必要とし
た場合に、記録再生装置の準備が整っておらず、当該指示に応答できないといった状況を
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引き起こす可能性がある。
【０００７】
　そこで本発明は、急な録画を必要とした場合、それに対応できる様に放送受信装置の起
動時には、記録再生装置に対して、常に録画可能な状態を維持するコマンドを出力し続け
る、放送受信装置及び接続機器制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明の一実施形態では、映像信号を受信する受信部と、接続機器を接続するための
インターフェース部と、このインターフェース部を介して接続された接続機器に前記受信
部で受信した映像信号を記録する記録手段と、このインターフェース部を介して接続され
た接続機器に対して、本装置の電源と電源を連動するか或いはしないかを登録する接続機
器登録管理部と、本装置の電源がＯＮしているとき、前記接続機器登録管理部が前記接続
機器に対して前記電源を連動すると登録されている場合に前記接続機器に対して電源状態
を維持するためのコマンドを出力し、前記電源を連動しないと登録されている場合に前記
接続機器に対して電源状態を維持するためのコマンドを出力しない接続機器電源制御部と
、を有する。
【発明の効果】
【０００９】
　これにより、放送受信装置起動時、一保存録画時には即時に録画を行なうことができ、
録画ミスを防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照しながらこの発明の実施の形態を説明する。
【００１１】
　図１には、この実施の形態で説明するデジタルテレビジョン放送受信装置１１の外観を
示している。デジタルテレビジョン放送受信装置１１は、薄型のキャビネット１２と、こ
のキャビネット１２を起立させて支持する支持台１３とから構成されている。キャビネッ
ト１２には、例えば液晶表示パネル等でなる平面パネル型の映像表示器１４、スピーカ１
５、操作部１６、後述するリモートコントローラ１７から送信される操作情報を受ける受
光部１８等が設置されている。
【００１２】
　図２は、この実施の形態で説明するデジタルテレビジョン放送受信装置１１の外観と、
このデジタルテレビジョン放送受信装置１１を中心として構成されるネットワークシステ
ムの一例を概略的に示している。このデジタルテレビジョン放送受信装置１１には、例え
ばＳＤ（Secure Digital）メモリカード、ＭＭＣ（Multimedia Card）及びメモリスティ
ック等の第１のメモリカード１９が着脱可能となっており、この第１のメモリカード１９
に対して番組や写真等の情報の記録再生が行なわれるようになっている。
【００１３】
　さらに、このデジタルテレビジョン放送受信装置１１には、例えば契約情報等の記録さ
れた第２のメモリカード（ＩＣカード）２０が着脱可能となっており、この第２のメモリ
カード２０に対して情報の記録再生が行なわれるようになっている。
【００１４】
　また、このデジタルテレビジョン放送受信装置１１は、第１のＬＡＮ（Local Area Net
work）端子２１、第２のＬＡＮ端子２２、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）端子２３及び
ｉ．Link端子２４を備えている。
【００１５】
　このうち、第１のＬＡＮ端子２１は、ＬＡＮ対応ＨＤＤ専用ポートとして使用される。
この第１のＬＡＮ端子２１に接続されたＮＡＳ（Network Attached Storage）であるＬＡ
Ｎ対応のＨＤＤ２５に対して、イーサネット（登録商標）により情報の記録再生を行なう
ために使用される。
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【００１６】
　このように、ＬＡＮ対応ＨＤＤ専用ポートとしての第１のＬＡＮ端子２１を設けること
により、他のネットワーク環境やネットワーク使用状況等に影響されることなく、ＨＤＤ
２５に対してハイビジョン画質による番組の情報記録を安定して行なうことが可能となる
。
【００１７】
　また、第２のＬＡＮ端子２２は、イーサネット（登録商標）を用いた一般的なＬＡＮ対
応ポートとして使用される。この第２のＬＡＮ端子２２は、例えばハブ２６を介して、Ｌ
ＡＮ対応のＨＤＤ２７、ＰＣ（Personal Computer）２８、ＨＤＤ内蔵のＤＶＤ（Digital
 Versatile Disk）レコーダ２９等の機器を接続し、これらの機器と情報伝送を行なうた
めに使用される。
【００１８】
　なお、ＤＶＤレコーダ２９については、第２のＬＡＮ端子２２を介して通信されるディ
ジタル情報が制御系の情報であるため、デジタルテレビジョン放送受信装置１１との間で
アナログの映像及び音声情報を伝送するために、専用のアナログ伝送路３０を設ける必要
がある。
【００１９】
　さらに、この第２のＬＡＮ端子２２は、ハブ２６に接続されたブロードバンドルータ３
１を介して、例えばインターネット等のネットワーク３２に接続し、そのネットワーク３
２を介してＰＣ３３や携帯電話３４等と情報伝送を行なうために使用される。
【００２０】
　また、上記ＵＳＢ端子２３は、一般的なＵＳＢ対応ポートとして使用されるもので、例
えばハブ３５を介して、携帯電話３６、デジタルカメラ３７、メモリカードに対するカー
ドリーダ／ライタ３８、ＨＤＤ３９、キーボード４０等を接続し、これらの機器と情報伝
送を行なうために使用される。
【００２１】
　上記ｉ．Link端子２４は、例えばＡＶ－ＨＤＤ４１、Ｄ（Digital）－ＶＨＳ（Video H
ome System）４２等をシリアル接続し、これらの機器と情報伝送を行なうために使用され
る。
【００２２】
　ここでｉ．Link端子２４に接続された、ＡＶ－ＨＤＤ４１は、図面ではデジタルテレビ
ジョン放送受信装置１１の外に記載されているが、実際には支持台１３に内蔵されている
。つまりＡＶ－ＨＤＤ４１は、デジタルテレビジョン放送受信装置１１と一体となってい
る。
【００２３】
　図３は、上記リモートコントローラ１７の外観を示している。このリモートコントロー
ラ１７には、主として、電源キー１７ａ、入力切換キー１７ｂ、衛星ディジタル放送チャ
ンネルのダイレクト選局キー１７ｃ、地上波放送チャンネルのダイレクト選局キー１７ｄ
、クイックキー１７ｅ、カーソルキー１７ｆ、決定キー１７ｇ、番組表キー１７ｈ、ペー
ジ切換キー１７ｉ、faceネット（ナビゲーション）キー１７ｊ、戻るキー１７ｋ、終了キ
ー１７ｌ、青，赤，緑，黄のカラーキー１７ｍ、チャンネルアップダウンキー１７ｎ、音
量調整キー１７ｏ等が設けられている。またちょっとタイムキー１７ｐも設けられている
。例えばオンエアー放送中の番組視聴中に中座する場合、このキー１７ｐを押すと、一定
時間の間は、その番組の録画を開始して一時保存を行なうようになっている。そして、受
信装置の場所にユーザが戻ってきたとき、ちょっとタイムキー１７ｐを再度押すと、中座
したときのシーンからの映像を再生させることができる。いわゆる追っかけ再生を行なう
。これによりユーザは、視聴番組の内容を飛ばすことなく視聴できる。
【００２４】
　図４は、上記したデジタルテレビジョン放送受信装置１１の主要な信号処理系を示して
いる。すなわち、ＢＳ／ＣＳデジタル放送受信用のアンテナ４３で受信した衛星デジタル
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テレビジョン放送信号は、入力端子４４を介して衛星ディジタル放送用のチューナ４５に
供給されることにより、所望のチャンネルの放送信号が選局される。
【００２５】
　チューナ４５で選局された放送信号は、ＰＳＫ（Phase Shift Keying）復調器４６に供
給されて、ディジタルの映像信号及び音声信号に復調された後、信号処理部４７に出力さ
れる。
【００２６】
　また地上波アナログ信号を受信するアナログチューナ６８も設けられている。アナログ
チューナ６８で受信された信号は、アナログ復調器６９で復調され信号処理部４７に出力
される。
【００２７】
　また、地上ディジタル放送受信用のアンテナ４８で受信した地上デジタルテレビジョン
放送信号は、入力端子４９を介して地上ディジタル放送用のチューナ５０に供給されるこ
とにより、所望のチャンネルの放送信号が選局される。
【００２８】
　チューナ５０で選局された放送信号は、ＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Mu
ltiplexing）復調器５１に供給されて、ディジタルの映像信号及び音声信号に復調された
後、上記信号処理部４７に出力される。
【００２９】
　ここで、上記信号処理部４７は、ＰＳＫ復調器４６から供給されたディジタルの映像信
号及び音声信号と、ＯＦＤＭ復調器５１から供給されたディジタルの映像信号及び音声信
号と、アナログ復調器６９から供給された映像信号及び音声信号と、さらにライン入力端
子からの映像信号及び音声信号とに対して、選択的に所定のディジタル信号処理を施し、
グラフィック処理部５２及び音声処理部５３に出力している。
【００３０】
　このうち、グラフィック処理部５２は、信号処理部４７から供給されるディジタルの映
像信号に、ＯＳＤ（On Screen Display）信号生成部５４で生成されるＯＳＤ信号を重畳
して出力する機能を有する。また、このグラフィック処理部５２は、信号処理部４７の出
力映像信号と、ＯＳＤ信号生成部５４の出力ＯＳＤ信号とを選択的に出力すること、また
、両出力をそれぞれ画面の半分を構成するように組み合わせて出力することができる。
【００３１】
　グラフィック処理部５２から出力されたディジタルの映像信号は、映像処理部５５に供
給される。この映像処理部５５は、入力されたディジタルの映像信号を、映像表示器１４
で表示可能なフォーマットのアナログ映像信号に変換し、映像表示器１４に出力して映像
表示させる。
【００３２】
　上記音声処理部５３は、入力されたディジタルの音声信号を、スピーカ１５で再生可能
なフォーマットのアナログ音声信号に変換し、スピーカ１５に出力して音声再生させる。
【００３３】
　ここで、このデジタルテレビジョン放送受信装置１１は、上記した各種の受信動作を含
むその全ての動作を制御部５６によって統括的に制御されている。
【００３４】
　制御部５６は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を内蔵している。操作部１６か
らの操作情報を受けたとき、または、リモートコントローラ１７から送出された操作情報
を、受光部１８を介して受信したとき、制御部５６は、その操作内容が装置に反映される
ように各部をそれぞれ制御している。
【００３５】
　この場合、制御部５６は、主として、そのＣＰＵが実行する制御プログラムを格納した
ＲＯＭ（Read Only Memory）５７と、該ＣＰＵに作業エリアを提供するＲＡＭ（Random A
ccess Memory）５８と、各種の設定情報及び制御情報等が格納される不揮発性メモリ５９
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とを利用している。
【００３６】
　制御部５６は、カードＩ／Ｆ（Interface）６０を介して、第１のメモリカード１９が
装着可能なカードホルダ６１に接続されている。これによって、制御部５６は、カードホ
ルダ６１に装着された第１のメモリカード１９と、カードＩ／Ｆ６０を介して情報伝送を
行なうことができる。
【００３７】
　制御部５６は、カードＩ／Ｆ６２を介して、第２のメモリカード２０が装着可能なカー
ドホルダ６３に接続されている。これにより、制御部５６は、カードホルダ６３に装着さ
れた第２のメモリカード２０と、カードＩ／Ｆ６２を介して情報伝送を行なうことができ
る。
【００３８】
　制御部５６は、通信Ｉ／Ｆ６４を介して第１のＬＡＮ端子２１に接続されている。これ
により、制御部５６は、第１のＬＡＮ端子２１に接続されたＬＡＮ対応のＨＤＤ２５と、
通信Ｉ／Ｆ６４を介して情報伝送を行なうことができる。この場合、制御部５６は、ＤＨ
ＣＰ（Dynamic Host Configuration Protocol）サーバー機能を有し、第１のＬＡＮ端子
２１に接続されたＬＡＮ対応のＨＤＤ２５にＩＰ（Internet Protocol）アドレスを割り
当てて制御している。
【００３９】
　制御部５６は、通信Ｉ／Ｆ６５を介して第２のＬＡＮ端子２２に接続されている。これ
により、制御部５６は、第２のＬＡＮ端子２２に接続された各機器（図２参照）と、通信
Ｉ／Ｆ６５を介して情報伝送を行なうことができる。
【００４０】
　制御部５６は、ＵＳＢ Ｉ／Ｆ６６を介してＵＳＢ端子２３に接続されている。これに
より、制御部５６は、ＵＳＢ端子２３に接続された各機器（図２参照）と、ＵＳＢ Ｉ／
Ｆ６６を介して情報伝送を行なうことができる。
【００４１】
　上記制御部５６は、ｉ．Link Ｉ／Ｆ６７を介してｉ．Link端子２４に接続されている
。これにより、制御部５６は、ｉ．Link端子２４に接続された各機器（図２参照）と、ｉ
．LinkＩ／Ｆ６７を介して情報伝送を行なうことができる。
【００４２】
　図５は、この発明の基本的な構成要素を取り出して示している。図２、図４に示したブ
ロックに対応する部分には、図２、図４に示したブロックと同一符号を付している。
【００４３】
　制御部５６は、録画番組を予め予約して、記録媒体に記録するための録画制御部５６ａ
を有する。また、録画予約情報を管理するための録画予約情報管理部５６ｂを有する。
【００４４】
　また制御部５６は、例えば外部の記録再生装置等接続機器の制御を行なう接続機器制御
部５６ｃを有する。接続機器制御部５６ｃは接続機器登録管理部５６ｃ１を有する。この
接続機器登録管理部５６ｃ１は、接続機器と放送受信装置１１の電源を連動させる場合、
その接続機器を識別して登録する管理部である。また、連動させた登録機器の使用状況の
管理を行なう部分である。また、接続機器登録管理部５６ｃ１の内容をチェックし、記録
再生装置（接続機器）の電源を制御する接続機器電源制御部５６ｃ２を有する。この接続
機器電源制御部５６ｃ２は、所定の記録再生装置に対して、一定間隔でコマンドを与え、
その記録再生装置が待機状態に遷移させないよう監視する。コマンドは、接続機器情報通
信部５６ｃ３を介して与えられてもよい。つまり、接続機器電源制御部５６ｃ２は、特定
の記録再生装置が所定の電源状態を維持するコマンドを出力する。
【００４５】
　さらに制御部５６は、操作部１６やリモートコントローラ１７によって入力された操作
を処理する操作入力判別部５６ｄを有する。この操作入力判別部５６ｄからの判別結果に
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応じて録画制御部５６ａ、接続機器制御部５６ｃ、一時保存録画制御部５６ｅ、一時保存
再生制御部５６ｆは動作を決定される。
【００４６】
　また、さらに制御部５６は、ちょっとタイム機能の制御を行なう一時保存録画制御部５
６ｅと一時保存再生制御部５６ｆを有する。一時保存録画制御部５６ｅは、ちょっとタイ
ムキー１７ｐを押した時点から一時録画を実現するための制御部である。一時保存再生制
御部５６ｆは一時保存録画されたコンテンツを再生する場合、現在放送されている時刻に
追いつくため、通常より早い速度で再生する追っかけ再生、或いは早送り再生、或いはス
キップ再生を実現するための制御部である。
【００４７】
　ただし、ハブ２６を通し他の放送受信装置（例えば図２のＰＣ２８）が、放送受信装置
１１と電源連動している記録再生装置に接続されている場合でも、放送受信装置（例えば
図２のＰＣ２８）は前記の記録再生装置の電源を制御し使用することは可能である。この
場合ＰＣ２８はチューナを内蔵しているものとする。
【００４８】
　さらにまた、上記制御部５６は、接続機器状態を表示するための表示処理制御部５６ｇ
を有する。この表示処理制御部５６ｇは、接続機器のリストを表示すると共に、装置本体
と電源が連動しているか否かを示す識別情報を前記表示部に表示させる（図７において後
で説明する）。
【００４９】
　図６は、接続機器制御部５６ｃの制御の元で実行される動作をフローチャートとして示
している。放送受信装置１１の電源がＯＮされる（ステップＳ１）。接続機器登録管理部
５６ｃ１はステップＳ２で、放送受信装置１１と電源を連動すべく登録されている記録再
生装置があるかどうか確認する。ない場合はそこで処理終了となる（ステップＳ１１）。
電源連動すべき記録再生装置がある場合、接続機器登録管理部５６ｃ１はステップＳ３で
その記録再生装置の電源状態を判断する。記録再生装置が既に起動している場合、接続機
器登録管理部５６ｃ１はステップＳ４で、その記録再生装置が既に使用されていないかど
うか判断する。これは、当該記録再生装置が他の放送受信装置あるいはＰＣなどによって
アクセスされる場合があるからである。例えば、他の放送受信装置が予約録画のために、
当該記録再生装置をアクセスすることがある。
【００５０】
　当該記録再生装置が既に使用されていた場合、接続機器登録管理部５６ｃ１はステップ
Ｓ５で、他の登録されている記録再生装置を探す。他に登録されている記録再生装置が無
い場合、ここで処理終了となる（ステップＳ１１）。他に登録されている記録再生装置が
見つかった場合、接続機器登録管理部５６ｃ１はステップＳ６で、使用する機器を切り替
えた後ステップＳ３へループする。
【００５１】
　ステップＳ３において登録されている記録再生装置が動作していない場合、接続機器登
録管理部５６ｃ１は接続機器電源制御部５６ｃ２へ指示を送り、接続機器電源制御部５６
ｃ２はステップＳ７で、記録再生装置を起動させて使用する。
【００５２】
　ステップＳ３からステップＳ７までの動作は、使用可能な記録再生装置が見つかるまで
、或いは処理終了となるまで繰り返し行なわれる。
【００５３】
　　ステップＳ４、ステップＳ７で使用可能な記録再生装置が見つかった場合、接続機器
電源制御部５６ｃ２はステップＳ８で記録再生装置の動作状態を判断する。記録再生装置
の起動後、接続機器電源制御部５６ｃ２は一定時間ごとにコマンドを記録再生装置へ入力
し、記録再生装置が待機状態に遷移しないよう監視する（ステップＳ９）。その後また一
定時間経過したかどうかを、接続機器電源制御部５６ｃ２はステップＳ８で判断する。一
定時間経過した場合、接続機器電源制御部５６ｃ２はステップＳ９で再度コマンドを入力
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する。
【００５４】
　ステップＳ８、ステップＳ９の動作は、放送受信装置１１の電源がＯＮの間は繰り返し
行なわれる。但し、ステップＳ１０において、準備状態の記録再生装置が他の機器によっ
てアクセスされた場合には、ステップＳ５へ移行する。
【００５５】
　上記のように、この発明であれば、急な録画を必要とした場合、それに対応できる様に
放送受信装置の起動時には、記録再生装置に対してコマンドを出力し続けることにより、
記録再生装置を常に録画可能な状態に維持することができる。
【００５６】
　また、アクセスした記録再生装置が既に使用されていた場合でも、専用機として登録さ
れている複数の、他の記録再生装置の中から、使用可能なものを探し、自動的に選択する
ことができる。
【００５７】
　図７は、放送受信装置１１に対して、電源を連動させようとする機器を登録する際の表
示画面の例を示している。この表示画面の表示処理及び制御は、表示処理制御部５６ｇの
制御の元で行われる。例えば、メニュー画面の中から、「外部機器電源設定」という項目
を選択すると、表示画面７Ａが得られる。表示画面７Ａでは、i.Linkに接続された機器の
メーカ名、型名を表示すると共に、電源が放送受信装置１１に連動しているのか、又は連
動していないのかを示している。
【００５８】
　表示画面７Ａでは、i.Link３（３番目）に接続された機器は、放送受信装置１１に対し
て、電源連動していないことを示している。今、ユーザがリモートコントローラ１７のカ
ーソルキー１７ｆの上下で操作し、カーソルをi.Link３に接続された機器のメーカ名表示
位置に合わせたとする。そして例えば、ユーザがリモートコントローラ１７のカーソルキ
ー１７ｆの左右いずれかを押したとする。すると、表示画面７Ａは、表示画面７Ｂの如く
変化し、i.Link３に接続されている機器が、装置本体に電源連動するように設定される。
このように装置本体では、接続機器の電源が装置本体の電源に連動するように設定するこ
ともできるし、又逆に、連動しないように設定することもできる。
【００５９】
　図８は、一時保存録画制御部５６ｅ及び一時保存再生制御部５６ｆの制御の元で実行さ
れる動作をフローチャートとして示している。記録再生装置は、いつでも録画を開始でき
る状態である（ステップＳＡ１）。一時保存録画制御部５６ｅはステップＳＡ２で一時保
存録画に必要な保存領域を確保する。操作入力判別部５６ｄはステップＳＡ３で一時保存
録画開始の操作入力があるかどうか判別する。ステップＳＡ３で操作入力判別部５６ｄに
一時保存録画開始操作があった場合、一時保存録画制御部５６ｅはステップＳＡ４で一時
保存録画を実行に移す。操作入力判別部５６ｄはステップＳＡ５で一時保存録画停止の操
作入力があるかどうか判別する。ステップＳＡ５で操作入力判別部５６ｄに一時保存録画
停止操作があった場合、一時保存再生制御部５６ｆはステップＳＡ６で一時保存録画した
コンテンツを頭から再生を始める。一時保存録画制御部５６ｅ及び一時保存再生制御部５
６ｆはステップＳＡ７で、再生データが現時刻の録画データに追いついたかどうか判断す
る。再生データが現時刻の録画データに追いついた時点で一時保存録画及び一時保存再生
は終了し（ステップＳ８）、通常の視聴状態へ戻る（ステップＳ９）。
【００６０】
　したがって、上記の装置の各種の主な機能をまとめると次のように示すことができる。
接続機器登録管理部５６ｃ１は、装置本体の電源と電源を連動させるべき接続機器を特定
の記録再生装置として登録する。さらに接続機器登録管理部５６ｃ１は、装置本体の電源
と電源を連動させるべき前記特定の記録再生装置を複数登録可能である。また接続機器登
録管理部５６ｃ１は、記録再生装置が複数登録されているときは、各々の使用状況を確認
し、使用可能な１つの接続機器を選択することができる。
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【００６１】
　接続機器電源制御部５６ｃ２は、特定の記録再生装置が所定の電源状態を維持するコマ
ンドを出力する。ここで所定の電源状態とは、特性の記録再生装置が即時録画動作できる
状態である。また、特定の記録再生装置は、ハードディスク装置及び又はデジタルバーサ
タイルディスク（ＤＶＤ）装置である。また、接続機器電源制御部５６ｃ２は、装置本体
起動時に、登録されている記録再生装置の電源状態を確認し、電源がオフであればそれを
オンにするためのコマンドを出力する。接続機器電源制御５６ｃ２は、特定の記録再生装
置が即時に録画可能な状態を維持するように、特定の記録再生装置に対して一定時間ごと
にコマンドを出力する。
【００６２】
　また複数の接続機器の状態を表示するための表示処理制御部５６ｇは、複数の接続機器
のリストを表示すると共に、装置本体と電源が連動しているか否かを示す識別情報を前記
表示部に表示させることができる。これによりユーザの使い勝手を向上している。
【００６３】
　図９は、録画予約を設定した際、接続機器制御部５６ｃの制御の元で実行される動作を
フローチャートとして示している。登録された記録再生装置の中から使用可能なものを見
つける（ステップＳＢ１）。録画予約情報管理部５６ｂはステップＳＢ２で、予約録画が
設定されているかどうか確認する。ステップＳＢ２で予約録画が設定されていない場合、
処理終了となる（ステップＳＢ７）。ステップＳＢ２で予約録画が設定されている場合、
録画予約情報管理部５６ｂはステップＳＢ３で、現時刻が予約設定時刻の一定時間前かど
うか判断する。一定時間前である場合、接続機器情報通信部５６ｃ３はステップＳＢ４で
登録機器が録画可能な状態かどうか判断する。録画の準備ができていない場合、接続機器
情報通信部５６ｃ３はステップＳＢ５で記録再生装置にコマンドを入力し、記録再生装置
を録画可能な状態にさせる。記録再生装置が録画開始できる状態で、録画制御部５６ａは
ステップＳＢ６で予約録画を実行し、処理を終了する（ステップＳＢ７）。
【００６４】
　なお、この発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示
されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。例えば、実
施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に、異なる実施
形態に亘る構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】この発明に係るデジタルテレビジョン放送受信装置の外観を示す図である。
【図２】この発明に係るデジタルテレビジョン放送受信装置のシステムの概略を説明する
ために示した図である。
【図３】この発明で使用されるリモートコントローラの概略を説明するために示した図で
ある。
【図４】この発明に係るデジタルテレビジョン放送受信装置の内部を具体的に示した構成
説明図である。
【図５】この発明に係る装置における制御部の基本的な構成を示した構成説明図である。
【図６】この発明に係る装置における制御部の、特に接続機器制御部の動作を示すフロー
チャートである。
【図７】この発明に係る装置における放送受信装置と記録再生装置の、電源連動の設定を
示す説明図である。
【図８】この発明に係る装置における制御部の、特に一時保存機能の動作を示すフローチ
ャートである。
【図９】この発明に係る装置における制御部の、特に予約録画設定時の接続機器制御部の
動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
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【００６６】
１１…デジタルテレビジョン放送受信装置、１２…キャビネット、１３…支持台、１４…
映像表示器、１５…スピーカ、１６…操作部、１７…リモートコントローラ、１８…受光
部、１９…第１のメモリカード、２０…第２のメモリカード、２１…第１のＬＡＮ端子、
２２…第２のＬＡＮ端子、２３…ＵＳＢ端子、２４…ｉ．Link端子、２５…ＨＤＤ、２６
…ハブ、２７…ＨＤＤ、２８…ＰＣ、２９…ＤＶＤレコーダ、３０…アナログ伝送路、３
１…ブロードバンドルータ、３２…ネットワーク、３３…ＰＣ、３４…携帯電話、３５…
ハブ、３６…携帯電話、３７…デジタルカメラ、３８…カードリーダ／ライタ、３９…Ｈ
ＤＤ、４０…キーボード、４１…ＡＶ－ＨＤＤ、４２…Ｄ－ＶＨＳ、４３…アンテナ、４
４…入力端子、４５…チューナ、４６…ＰＳＫ復調器、４７…信号処理部、４８…アンテ
ナ、４９…入力端子、５０…チューナ、５１…ＯＦＤＭ復調器、５２…グラフィック処理
部、５３…音声処理部、５４…ＯＳＤ信号生成部、５５…映像処理部、５６…制御部、５
７…ＲＯＭ、５８…ＲＡＭ、５９…不揮発性メモリ、６０…カードＩ／Ｆ、６１…カード
ホルダ、６２…カードＩ／Ｆ、６３…カードホルダ、６４…通信Ｉ／Ｆ、６５…通信Ｉ／
Ｆ、６６…ＵＳＢ Ｉ／Ｆ、６７…ｉ．Link Ｉ／Ｆ、

【図１】 【図２】
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